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まちの出来事

町
農
業
委
員
会
が「
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」を
提
出

　

月　

日
、
南
富
良
野
町
農

12

25

業
委
員
会
（
小
林
彦
一
会
長
）

で
は
、
農
作
物
の
輸
入
増
加
に

よ
る
価
格
低
迷
な
ど
現
在
の
厳

し
い
農
業
情
勢
を
受
け
て
、
各

種
農
業
施
策
へ
の
継
続
実
施
や
、

鹿
な
ど
の
食
害
に
よ
る
対
策
に

つ
い
て
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ

「
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建

議
書
」
を
池
部
町
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

建
議
書
で
は
、
町
の
単
独
3

事
業
「
地
力
増
強
事
業
」「
農
地

融
雪
促
進
事
業
」「
新
規
作
物
導

入
事
業
」
に
つ
い
て
の
継
続
実

施
や
、
鹿
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
食
害
対
策
と
し
て
、
全
町

的
な
鹿
防
護
柵
の
設
置
、
農
業

経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
遊
休
農
地
お
よ
び
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
対
す
る
農

地
流
動
化
対
策
の
強
化
、
地
産

地
消
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

池部町長に建議書を手渡す
小林会長と二瓶職務代理者

昨
年
9
月
か
ら
工
事
が
行
わ

れ
て
い
た
、
幾
寅
駐
在
所
が
完

成
し
、
1
月
9
日
に
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

幾
寅
駐
在
所
は
、
従
来
の
建

物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
国
道　
38

号
線
沿
い
の
幾
寅
地
区
宅
地
分

譲
地
の
1
区
画
に
場
所
を
移
転

し
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
延
べ

面
積
は
約
1
4
0
平
方
メ
ー
ト

ル
の
広
さ
で
、
旧
駐
在
所
に
は

な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

ム
が
設
け
ら
れ
、
地
域
の
生
活

安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
の
充
実
し
た
施

設
と
な
り
ま
し
た
。

開
所
式
で
は
、
町
防
犯
協
会

や
町
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関

係
者
が
出
席
す
る
中
、
富
良
野

警
察
署
吉
田
義
幸
署
長
か
ら
、

「
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
。
続
い

て
来
賓
と
し
て
池
部
町
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
幾
寅
駐
在
所
但
野

馨
一
所
長
が
、「
こ
の
駐
在
所

を
拠
点
に
、
町
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
守
る

た
め
、
邁
進
し
た
い
。」
と
決
意

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

地
域
安
全
の
拠
点 
幾
寅
駐
在
所
が
開
所
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月　

日
の
天
皇
誕
生
日
に

12

23

あ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業
奨
励

の 
思
召 
に
よ
り
、
優
良
民
間
社

お
ぼ
し
め
し

会
福
祉
事
業
団
体
と
し
て
、
本

町
の
社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野

大
乗
会（
竹
澤
喜
一
郎
理
事
長
）

に
天
皇
陛
下
か
ら 
御  
下  
賜  
金 
が

ご 

か 

し 
き
ん

拝
受
さ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
の
御
下
賜
金

は
、
天
皇
誕
生
日
に
あ
た
り
、

全
国
の
都
道
府
県
と
政
令
指
定

都
市
か
ら
推
薦
を
受
け
た
優
良

福
祉
施
設
・
団
体
各
一
箇
所
に
、

天
皇
陛
下
か
ら
御
下
賜
金
が
拝

受
さ
れ
ま
す
が
、
平
成　

年
は
、

19

社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
大
乗

会
が
選
ば
れ
、
去
る　

月　

日

12

26

に
、
中
川
元
上
川
副
支
庁
長
か

ら
竹
澤
理
事
長
に
金
壱
封
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
大

乗
会
は
、
昭
和　

年
に
知
的
障

56

害
者
更
生
施
設
「
南
富
良
野
か

ら
ま
つ
園
」
を
設
立
以
降
、
長

年
に
わ
た
り
多
く
の
知
的
障
が

い
者
を
受
託
し
、
知
的
障
害
を

持
つ
方
と
そ
の
家
族
の
福
祉
向

上
に
努
め
ら
れ
、
ま
た
、
当
法

人
設
立
後
、
多
く
の
社
会
福
祉

事
業
を
設
置
・
運
営
さ
れ
、
利

用
者
の
障
が
い
特
性
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
自
立

し
た
生
活
や
社
会
復
帰
の
促
進

を
図
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る

支
援
体
制
の
充
実
に
尽
力
す
る

な
ど
、
障
が
い
者
の
福
祉
と
生

活
支
援
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
金
壱

封
が 
下  
賜 
さ
れ
た
も
の
で
す
。

か 

し

天
皇
陛
下
か
ら
の
御
下
賜
金
を
拝

天
皇
陛
下
か
ら
の
御
下
賜
金
を
拝
受受

社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
大
乗
会

社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
大
乗
会　


